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個別指導に弁護士が帯同できます

　
続
い
て
司
会
の
石
津
副
理

事
長
が
、
開
始
一
〇
分
前
の

時
点
で
本
人
出
席
が
二
七

人
、
委
任
状
出
席
が
一
八

二
七
人
と
紹
介
。
四
月
時
点

の
会
員
数
四
二
七
九
人
の
二

〇
％
で
あ
る
八
五
六
人
を
超

え
る
出
席
者
が
あ
る
こ
と
を

報
告
し
、
総
会
が
成
立
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
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６
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資
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追
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組
み

主な記事

第53回第53回
定期総会定期総会悪政を転換させて医療を守ろう悪政を転換させて医療を守ろう

石津副理事長

　
六
月
二
十
一
日
、
協
会
は
ホ
テ
ル
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ュ
ー

浦
和
に
お
い
て
、
第
五
三
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
本

総
会
に
は
理
事
会
か
ら
六
議
案
を
提
案
し
た
。

　
第
一
〜
四
号
議
案
「
二
五
年
度
活
動
総
括
」「
二
六
年

度
活
動
方
針
」「
二
五
年
度
決
算
」「
二
六
年
度
予
算
」
が

一
括
採
決
に
て
、
賛
成
一
八
五
五
人
、
保
留
〇
人
、
反
対

〇
人
で
決
議
さ
れ
た
。
五
号
議
案
「
期
中
の
理
事
委
嘱
の

報
告
」、六
号
議
案
「
会
員
処
分
の
報
告
」
も
承
認
さ
れ
た
。

　
討
議
議
案
と
は
別
に
会
員
歴
五
〇
年
を
超
え
る
四
会
員

を
「
永
年
会
員
」
と
し
て
表
彰
し
た
。

　
記
念
講
演
は
経
済
思
想
家
の
斎
藤
幸
平
氏
が
「
日
本
と

世
界
は
ど
こ
へ
向
か
う
べ
き
か
〜
デ
ジ
タ
ル
・
環
境
・
戦

争
　
激
動
の
情
勢
を
読
み
解
く
〜
」
と
題
し
て
講
演
し
、

一
〇
一
人
が
参
加
し
た
。
講
演
は
埼
玉
新
聞
で
も
報
じ
ら

れ
た
（
記
念
講
演
二
面
、
関
連
三
面
）。

新年度方針を提案する渡部義
弘理事長

成
立
確
認
と
議
長
選
任

号
議
案
と
第
六
号
議
案
は
会

　
協
会
が
厚
生
局
指
導
監
査

課
に
開
示
請
求
し
て
い
た

「
二
〇
二
六
年
度
の
個
別
指

導
に
関
す
る
資
料
」
の
一
部

が
開
示
さ
れ
た
。
今
回
開
示

さ
れ
た
資
料
は
、
厚
生
局
と

埼
玉
県
が
開
催
し
た
選
定
委

員
会
の
資
料
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
特
徴
と
し
て
、

「
高
点
数
個
別
指
導
」
の
選

定
件
数
が
前
年
度
比
で
二
・

五
倍
と
な
っ
て
い
る
（
表
）。

医
科
診
療
所
が
一
〇
七
件

（
前
年
度
比
七
一
件
増
）、
歯

科
が
一
〇
九
件
（
同
六
五
件

増
）
と
、
い
ず
れ
も
大
幅
に

増
加
し
た
。
選
定
件
数
は
増

加
し
た
が
、
今
年
度
の
指
導

の
実
施
計
画
と
指
導
の
優
先

度
か
ら
、
高
点
数
個
別
指
導

の
実
施
は
僅
か
だ
と
推
察
さ

れ
る
。
開
示
資
料
に
基
づ
く

選
定
件
数
や
平
均
点
数
、
実

施
計
画
を
含
め
、
詳
細
は
五

面
で
解
説
す
る
。

　
協
会
は
個
別
指
導
の
相
談

に
も
随
時
対
応
し
て
い
る
。

通
知
が
届
い
た
際
は
、
ま
ず

は
協
会
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き

た
い
。

高 

点 

数

個
別
指
導

選
定
件
数
が
２
・
５
倍

指
導
相
談
は
協
会
へ

2026年度
個別指導情報

　
一
号
議
案
「
二
〇
二
五
年

度
活
動
総
括
案
」
は
橋
本
英

金子議長 小林書記

議
案
の
提
案宮嶋監事

　
総
会
冒
頭
の
開
会
挨
拶

で
、渡
部
義
弘
理
事
長
は「
六

月
に
施
行
さ
れ
た
二
〇
二
六

年
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
表

向
き
の
改
定
率
が
三
％
を
超

え
た
こ
と
が
、
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
は
し
た
。
私
た
ち

埼
玉
県
保
険
医
協
会
は
、
一

〇
％
超
の
引
き
上
げ
を
求
め

て
い
た
た
め
、
到
底
足
り
て

い
な
い
こ
と
と
、
内
訳
を
み

れ
ば
、実
質
的
な
引
き
上
げ
、

土田副理事長

永
年
会
員
表
彰

表
彰
を
受
け
る
東
会
員
（
左
）
と

渡
部
理
事
長
（
右
）

期
中
改
定
、医
療
Ｄ
Ｘ
見
直
し
、

患
者
負
担
増
見
直
し
要
求
へ

い
わ
ゆ
る
「
真
水
」
に
相
当

す
る
も
の
は
〇
・
一
％
に
す

ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
」

「
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら

ず
に
よ
か
っ
た
、
と
い
う
見

方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
現
場
が
安
心
で
き
る
よ

う
な
診
療
報
酬
に
し
な
け
れ

ば
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制

が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
民
皆

保
険
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
医
療
機
関
の
経
営
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な

こ
と
を
、
も
っ
と
も
っ
と
社

会
に
訴
え
て
い
き
た
い
」「
医

療
や
経
営
を
少
し
で
も
ま
と

も
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
四

三
〇
〇
人
の
会
員
と
と
も
に

進
ん
で
い
く
方
針
の
審
議
を

お
願
い
し
た
い
」と
述
べ
た
。

　
終
了
後
は
記
念
講
演
の
参

加
者
に
よ
る
懇
親
会
を
開

催
。
植
松
理
事
の
司
会
で
参

加
者
ら
は
交
流
を
楽
し
ん

だ
。 懇

親
会
も
開
催

二
郎
副
理
事
長
、
二
号
議
案

「
二
〇
二
六
年
度
活
動
方
針

案
」
は
、
渡
部
理
事
長
が
提

案
し
た
。

　
三
号
議
案
「
二
〇
二
五
年

度
の
会
計
決
算
報
告
案
」
と

四
号
議
案
「
二
〇
二
六
年
度

会
計
予
算
案
」
は
土
田
昌
巳

副
理
事
長
が
ま
と
め
て
提
案

し
た
。

　
続
け
て
宮
嶋
悟
監
事
が
監

査
報
告
を
行
っ
た
。

　
五
号
議
案
「
期
中
の
理
事

植松理事

委
嘱
の
報
告
」
は
渡
部
理
事

長
が
提
案
。
山
田
太
郎
会
員

（
東
松
山
市
）
に
理
事
を
委

嘱
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
六
号
議
案
「
会
員
処
分
の

報
告
」
は
渡
部
理
事
長
か
ら

二
人
の
会
員
を
処
分
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

た
。
金
子
議
長
は
、
小
林
洋

一
会
員
を
書
記
に
指
名
。
議

案
の
提
案
に
入
っ
て
い
っ

た
。

　
議
長
選
出
で
は
、
フ
ロ
ア

か
ら
立
候
補
や
推
薦
が
な

く
、
理
事
会
よ
り
推
薦
提
案

し
た
金
子
久
章
会
員
の
議

長
選
出
が
拍
手
で
承
認
さ
れ

今年の定期総会より会員歴 50 年を超える会員を
「永年会員」として表彰することとした。対象者は
4 人で、総会に出席した東和子会員（さいたま市）
には総会の場で表彰状が授与された（関連 2 面）。


